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臨床哲学のメチエ

臨床哲学のメチエ
臨床の知のネットワークのために
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Métier of the Clinical Philosophy

総特集　総特集　総特集　総特集　総特集　ソクラティクソクラティクソクラティクソクラティクソクラティク・・・・・ダイアローグダイアローグダイアローグダイアローグダイアローグ

　99年、私たち臨床哲学研究室のメンバーは、イギリスで開かれた「ソクラティ

ク・ダイアローグ」のワークショップに初めて参加し、その面白さを身をもって味

わうとともに、それをヨーロッパの様々な場所・機会で精力的に展開している人た

ちに大いに触発された。2000年夏にドイツで開催された第３回ソクラティク・ダ

イアローグ国際学会では、このグループ討議の方法を組織的に実施・探求している

団体を中心に、ソクラティク・ダイアローグに関わる様々な人々と知り合い、多く

の情報を入手することができた。

　今回のメチエはページを大幅に増やし、このソクラティク・ダイアローグに関す

る情報をまとめて紹介する。

　特集1では、ヨーロッパにおけるソクラティク・ダイアローグの活動に関する

資料や報告を行う。特集2では、私たち臨床哲学研究室が試みているソクラティ

ク・ダイアローグの模様を紹介するとともに、それに対する若干の考察を加えるこ

とにする。


